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平成２２年度第１回尾西地域審議会会議録 

 

○日時 

平成２２年６月２８日（月）午後１時５８分～午後３時３７分 

 

○場所 

尾西庁舎西館２階 特別会議室 

 

○議題 

（１）尾張一宮駅前ビル建設事業について 

（２）その他 

 

○出席者 

委員：７名 

行政側：市長、建設部次長、豊島図書館長、図書館事務局長、まちづくり課副主監 

事務局：尾西事務所長、総務管理課長、同副主監、同主査 

     

 

○欠席 

委員：３名（渡邉委員、臼井委員、岩田委員） 

                                                     

（午後１時５８分開会） 

【尾西事務所長】 

本日は、委員の皆様におかれましては大変お忙しい中、ご出席いただきまして

ありがとうございます。 

定刻前ではありますが皆様お揃いですので、ただいまから平成２２年度の第１

回尾西地域審議会を開催させていただきます。 

本日は渡邉委員さん、臼井委員さんと岩田委員さんからご欠席との連絡をいた

だいておりますが、委員さん７名のご出席であり、会議の要件を満たしており

ますことをご報告させていただきます。 

申し遅れましたが、私はこの４月１日付で、尾西事務所長を拝命いたしました

渡辺と申します。どうぞよろしくお願いいたします。また、今日は事務局員とし

まして新しく水野副主監が出席しておりますので、紹介いたします。 

 

【総務管理課副主監】 

水野です。よろしくお願いいたします。 

 

【尾西事務所長】 

それでは開会に先立ちまして、市民憲章の唱和を吉田会長さんの先導により行

いたいと思います。皆さま恐れ入りますが、ご起立をお願いいたします。 
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【吉田会長】 

私が前文を読み上げますので、本文のみご唱和をお願いいたします。 

 

（市 民 憲 章 唱 和） 

 

【尾西事務所長】 

ありがとうございました。ご着席ください。 

それでは、お手元の次第にそって会議に入らせていただきます。はじめに、谷

市長よりごあいさつ申し上げます。 

 

【谷市長】 

  開会にあたりまして、一言ごあいさつさせていただきます。今日は梅雨の中休

みで、真夏を思わせるような時期となりました。大変ご多用の中、ご出席いただ

きましてありがとうございます。 

 平成２２年度も無事にスタートをすることができました。尾西地区におきまし

ては、先日あじさい祭りが盛大に開催をされまして、沢山のお客様がおいでにな

っております。また、現在も三岸節子記念美術館におきまして、菅野圭介展が開

催をされております。菅野圭介はご承知のように、三岸さんの二人目のご主人と

いいますか、別居結婚というような戦後にしては、人の噂に上りがちなことで大

変な騒ぎを当時引き起こされたと伺っております。その菅野さんの展覧会が行わ

れておりまして、なかなかの展覧会でございます。お時間がありましたら、是非

おいでいただきたいと思います。 

 ただ今、私どもでは６月議会が開会中でございまして、明日が最終日でござい

ます。委員会等でも議論をいただきましたけれど、提出議案につきましては各委

員会での承認をいただいておりまして、明日はおそらく全ての案件をご承認いた

だけるものと思っております。いろいろな案件を出させていただいておりますけ

れども、その中に尾張一宮駅前ビル建設事業が含まれておりまして、今日はその

案件も含めて、いろいろご説明させていただきたいと考えております。 

 これから夏に向かいまして、七夕まつり等いろんな行事、尾西地区におきまし

ては花火大会もございます。また、いろいろとご厄介をお掛けすることも多々あ

るかと思いますが、よろしくお願いいたしまして、ごあいさつとさせていただき

ます。今日は、ありがとうございました。 

 

【尾西事務所長】 

ありがとうございました。続きまして、吉田会長さんお願いいたします。 

 

【吉田会長】 

皆さん、こんにちは。 

平成２２年度第１回尾西地域審議会を、本日開催いたしましたところ委員の皆

さん方には、何かとお忙しいところご出席くださいまして、ありがとうございま

す。３人の方が今日欠席でありますが、７人の皆さま方で会議を進めて行きたい
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と思います。 

先程、市長さんからごあいさつがありましたように今日の議題については、現

在行われております６月議会の報告と尾張一宮駅ビルの建設事業について、皆さ

んにご審議をしていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

開会にあたりまして、会長のあいさつとさせていただきます。ありがとうござ

いました。 

 

【尾西事務所長】 

ありがとうございました。議事に入ります前に、事務局より防犯一口広報と交

通安全の一口広報をさせていただきます。 

 

【総務管理課長】 

「防犯一口広報」、「交通安全一口広報」 

 

【尾西事務所長】 

それでは、本日の議事に移らせていただきます。会議の取り回しは会長にお願

いいたします。 

 

【吉田会長】 

では、早速議事に入りたいと思います。議題１番の尾張一宮駅前ビル建設事業

についてを議題とします。当局の説明をお願いいたします。 

 

【建設部次長】 

来ております職員の自己紹介をしたいと思います。よろしくお願いします。

私、まちづくり課の課長、今の駅前ビルの関係なんですが、課長をしておりま

して、建設部の次長を兼務しております二ノ宮と申します。よろしくお願いい

たします。 

 

【豊島図書館長】 

図書館長の脇田と申します。よろしくお願いいたします。 

 

【図書館事務局長】 

図書館事務局長内藤と申します。よろしくお願いいたします。 

 

【まちづくり課副主監】 

建設部まちづくり課の今枝と申します。よろしくお願いいたします。 

尾張駅前ビルの概要につきまして、私の方から説明させていただきます。な

お、図書館の館長と事務局長も来ておりますが、説明につきましては一括で私

の方から説明させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、まず配布しました資料の一番最初のページ「尾張一宮駅前ビル建

設工事 尾張一宮駅前広場整備計画図（市案）」というタイトルの１ページ目を
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ご覧願います。 

右下の表にありますように、尾張一宮駅前ビル建設工事請負費につきまして

は、本体工事費が５７億２８００万円、駅前広場・仮設通路等関連工事費が２

億８，６００万円、これは駅前広場の改修や工事中の仮設通路の設置、ＪＲ高

架橋への資材の落下を防ぐ防護パネルの設置などを行う工事でございます。そ

れから、図書館関連工事費が、５億８，１００万円、これは自動化書庫、固定

開架書架、案内カウンターなどを設置する工事でございます。合計６５億９，

５００万円となり、平成２２年度から２４年度の３カ年の継続費で建設を行っ

てまいります。 

駅前ビル本体工事費につきましては、基本計画策定時は約４９億円と想定し

ておりましたが、プロポーザルで提案のありましたシビックテラスの新設とか

多目的ホールの拡張などによりまして、床面積の増加となりましたので、８億

円余りの費用が増加いたしました。ただし、この増加分に対しまして、社会資

本整備総合交付金、いわゆる旧のまちづくり交付金のことでございますが、社

会資本整備総合交付金が増加した８億２，８００万円に対しまして、概算で４

億４，０００万円程度の国の補助が入ると算定しております。残りの３億９，

０００万円が市の負担となってしまいますが、その部分につきましても合併特

例債の活用ができるものと考えております。以上が建設工事請負費の説明でご

ざいます。 

次に、駅前広場整備計画について、ご説明を申し上げます。 

駅前広場の、この図は駅前ビル完成後の広場計画を示してございます。この図

面では右が北になっております。従来から、北にあります自家用車乗降場が、市

民の送り迎えで、朝夕に大変混雑するため、その対応を求められていたところで

ございます。そのため、今回、駅前ビル本体工事に合わせまして、駅前広場の整

備を図っていきたいと考えております。主な改良点といたしまして、図面の左側

タクシープールと書いてあるところですが、現在はタクシー専用の広場となって

おりますこの広場にも、市民が利用できる自家用車乗降場を設置する予定をして

おります。この図のピンク色で示した箇所に身障者用を含めました５台の降車場

を設置いたしまして、北の自動車乗降場に集中しております自動車交通の分散を

図りたいと考えております。また、北の自動車乗降場につきましても、ピンクと

青色の矢印で示してありますように、東の南北幹線道路にショートカットできる

出口を設け、乗降場のスクランブル信号が赤であっても、北へ向かう一般車を流

すことにより、乗降場の混雑を緩和し、円滑な交通流を確保したいと考えており

ます。こうした整備の結果、この図の左下の表にありますように、一般車の降車

台数が現在の７台から南と北あわせまして１３台と倍近くに増え、さらに北側出

口の設置などによる効果もあって、乗降場の混雑緩和に寄与できるものと考えて

おります。また、駅前広場の整備に合わせまして、現在の南北の自動車駐車場の

２０分無料につきましても、今後も続けまして、そのＰＲによりまして、迎えの

車の利用促進を図ってまいりたいと考えております。 

それでは、次に１ページ撥ねていただけますでしょうか。 

尾張一宮駅前ビルのイメージパースでございます。左上が、駅前ビルのファ
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サード、いわゆる正面外観図で、外壁をルーバーといいますが、細長い形状の

コンクリートパネルを窓ガラス等のある外壁よりちょっと離して外側にはりま

して、二重化し縦糸と横糸が規則的に織りなす織物の美しさをイメージした外

観としております。その左下ですが、緑豊かなくつろぎの場としての屋上庭園

のイメージであり、そこに空が見えていますように屋外空間となっております。

その右が、鉄道ホーム側から見た外観であり、鉄道側においては、ルーバーと

外壁の間に窓の清掃等ができる空間を有しており、鉄道の安全を確保する構造

としております。 

次に右上にいきまして、シビックテラスのイメージパースですが、高さ１０

メートルを越える、ゆったりとしたくつろぎ空間となっております。その下は、

駅前ビルの１階部分のイメージパースですが、駅前広場沿いの歩道部の上部を、

幅 2.5メートルの庇でおおって、送迎時に自動車乗降場から雨に濡れずに駅な

どに移動できるなど歩行者の利便性、安全性の向上を図りたいと考えておりま

す。以上がイメージパースの説明でございます。 

それではもう1ページ撥ねていただけますでしょうか。 

尾張一宮駅前ビル平面計画図の各階ごとの説明をさせていただきます。この

図も１ページ目の図面と同様に右が北という図面になっております。右下の方

から上へ順番に 1階から 4階、左側も同様に５階から屋上という配置になって

おります。 

それでは右下の 1階より順をおって、ご説明させていただきます。１階は、

駅前ビル各施設への入り口となりますので、コンコースをメイン動線とし、コ

ンコースの南北に各階へアプローチするエレベーターを配置しております。図

面でいいますと薄い緑で塗ってあるコンコースの図の左側にエレベーターホー

ルと書かれたオレンジのところにエレベーターが２基ございます。コンコース

の図右側の中央アプローチと書いてあるところにエレベーターが１基設置して

あります。 

また、コンコースの中のちょっと右寄りに設けられたエスカレーターは、各

種施設へのアプローチを円滑にし、中心市街地への回遊性を向上させるための

配置としております。 

それから、ちょっと見にくいかも知れませんが、コンコースの上下と建物の

南北など出入り口となるところに緑の三角マークを打ってありますが、東西だ

けではなくて、南北及びアスティ一宮との歩行者動線を確保する形態としてお

ります。 

１階の施設配置といたしましては、コンコースに面して観光案内所を設置し、

後は商業施設を主体とした構成になっており、交番や約１５０台の駐輪場を配

置しております。紫色で塗ってある観光案内所ですが、観光の案内だけではな

く、一宮市の物産の展示・販売などを行う予定で、商業施設とともに賑わいを

創出していきたいと考えております。 

次に２階です。図面左側の黄色で塗ってあるところに大会議室を配置してお

ります。スクール型式で１４０席程度を確保しており、間仕切りにより分割す

ることもできる形となっております。 
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３階ですが、図面左端の灰色と黄色く塗ってあるところは、シビックテラス

に隣接して市民活動支援センターを配置しております。このセンターの黄色で

塗ってありますフリースペースは、情報提供などのＮＰＯ活動の交流拠点であ

り、イベント時シビックテラスと一体となって、展示等ができる形となってお

ります。それから、シビックテラスの右側になりますが、灰色と黄色で塗って

ある黄色のところは、ダンスや音楽の練習ができるスタジオで、灰色のところ

は、日常やイベント時にちょっとした喫茶や軽食が楽しめるカフェをシビック

テラスに面して配置しております。 

さて、薄い緑で塗ってある日常的な賑わいを創出する交流スペースであるシ

ビックテラスは、エレベーターや１階のコンコースからエスカレーターでアプ

ローチできる形態となっており、この線の部分が約１，１００平方メートルあ

ります。そのうち、吹き抜けの部分が約７００平方メートルありまして、１０

メートル余、正確にいうと１０.６５メートルの高さのある大きな広場空間とし

て、整備をしていく予定となっております。この空間は、通常では気楽に立ち

寄れるたまり空間として、あるいは、くつろぎスペースとして活用していきた

いと考えております。 

さらに、多くの人を集め賑わいを創出する各種イベント会場として、例えば

自動車ショーなどの展示スペースとして活用してもらうなど、雨天でも活用で

きる利便性を活かしまして、様々なイベント･催事に利用していただき、賑わ

い・活気のある、楽しい場所にしていきたいと思っております。 

それからシビックテラスの左上にオープンギャラリーと書いてありますが、

市民の方が絵画や写真などの展示が行えるスペースとしての活用、またオープ

ンギャラリーの階段、エスカレーターを挟んだ反対側のフリー活動スペースに

つきましても、例えば街中でよく見かける若者の演奏やダンスの練習などで活

用できないかと、その運用に関して検討をしているところでございます。 

次に４階ですが、図面左側の灰色部分でございます。将来的な需要に対応で

きる多目的スペースと考えており、しばらくは、その折々に必要なスペースと

して、活用を図ってまいりたいと考えております。 

そして、左側に移っていただきまして、この駅前ビルのメインとなる施設の

（仮称）中央図書館を５階から７階にかけて配置をしております。まず、５階

ですが児童向けエリアを配置し、図書館の児童部門と子育て支援センターを同

じ階に配置することによりまして、双方の施設の機能の連携や機能性の向上を

図っていきたいと考えております。 

図書館の児童部門には、児童図書の充実を図り、幼い頃から本に親しむ環境

を創造するための児童調べ学習室、この図面でいいますと５階の図の右下あた

りにあります。それから、５階の図書館の図の左下あたりにあります、読み聞

かせなどをするお話室などを配置する予定でございます。 

それから、５階の図面左側のピンクで塗ってあるところが子育て支援センタ

ーになります。ピンクのちょっと離れて塗ってあるところに１０名程度の一時

預り施設を設置する予定をしております。そして、センター側に親子で遊ぶ大

型の遊具等を配置したプレイルーム、そのプレイルームのちょっと上にセーフ
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キッズと言いまして、子どもの目線で見た家庭での危険箇所を疑似体験する部

屋等を配置しております。 

次に６階ですが、図書館の一般部門とともに、図面左端の灰色で塗ってある

ところですが、図書館が提供する各種ビジネス資料・情報を活用することがで

きるようにビジネス支援センターを配置するとともに、そのすぐ隣にオレンジ

色で塗った５０席規模の中会議室と２つの小会議室をこの階に配置しておりま

す。濃い目の肌色で塗ってある図書館の一般部門には一般書のほかに、新聞・

雑誌などの閲覧やＡＶコーナー、対面朗読室、録音室、学習室、講座室などを

配置しております。 

次に７階ですが、図面右側は哲学や芸術、郷土資料などを中心として、研究

や調査など専門的な図書館利用に関するレファレンス機能を持った図書館の一

般部門、それから図面左側は多目的ホールや、緑豊かなくつろぎの場としての

パティオ（屋上庭園）を配置しております。 

黄色で塗ってある多目的ホールですが、メインのスペースが約４３０平方メ

ートルあり、３００名規模で立食ができます。その東のスペース、図面でいい

ますと倉庫と書いてあるところのすぐ右側のスペースですが、ここを利用する

ことによる機能の拡張、ホワイエとの間にある可動間仕切を開放することで、

ホワイエとの一体的な利用にも対応しております。 

その隣の薄い緑色で塗ってあるパティオ、屋上庭園は屋外空間で自然を身近

に感じるくつろぎ空間として、図書館側からも屋上庭園の緑を眺め楽しめる配

置となっております。 

それから補足といたしまして、Ｒ階と書いてある屋上ですが、屋上には３０

万冊収納できる図書館の自動化書庫を配置しており、この自動化書庫の中にコ

ンピュータ制御のクレーンがあって、それが本を数冊単位で小ぶりのコンテナ

に載せ、その後は垂直搬送機により、図書館各階のカウンターの後ろ側に本を

運んでくることができるようになっております。 

また、この図には載っておりませんが環境に配慮し、太陽光発電設備を多目

的ホールの上部に設置していきたいと考えております。 

最後に立体駐車場についてですが、図面の２階から４階の水色の部分で、駐

車台数１５２台の計画としております。身障者用駐車スペースといたしまして

は、４台を配置しております。 

それから、駅前ビルの大きさですが、１階のところに少し記載がございます。

東西方向が約３３メートルに対しまして、南北方向が約１１７メートルとかな

り南北方向に長いビルとなっております。また、高さはここには記載がござい

ませんが、最も高いところで３６.９メートルございます。 

以上が尾張一宮駅前ビルの概要の説明です。これで説明を終わらせていただ

きます。どうもありがとうございました。 

 

【吉田会長】 

ただいま、当局から尾張一宮駅前ビル建設事業について説明がありました。こ

のことについて、質問がありましたらご発言を願います。 
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【青木委員】 

建設の内容という専門的なことは、難しくて質問もしにくいのですが、説明し

ていただいたように全てが整って、沢山の人が駅前ビルの中を行き交う賑やかな

姿が理想的で想像ができます。いざ、ここを利用させていただこうとする時に、

いろいろな施設で全て利用料というものがかかってきます。もし、私たちが使わ

せていただくとなると、そこのところが一番･･････今、平面図の計画の段階でな

かなか質問しづらいのですけど、利用料というのが一般的な一宮市のいろんな施

設があるところの利用料とさほど変わらない利用料で、お借りできるのかどうか

ということを。 

 

【建設部次長】 

今、まずお貸しできるかというお話ですが、大半が、図書館や子育て支援セン

ターであるとか、あるいはＮＰＯの市民活動支援センターなどで普段無料です。

市民活動支援センターはＮＰＯに運営していただく予定です。そのため、一般的

に貸出しと言う話になりますと、２階にあります大会議室でありますとか、ある

いは一番上にあります多目的ホール、あるいは会議室等かなと思っております。 

今後入札等が行われまして建設費等が決まりますと、それに基づきいろいろと試

算等しますので、利用料は今のところはまだ決まっておりません。ただ、当然の

ことながら今一番問題となっているのは、皆さんが利用しやすくしようと思うと

安くしないといけない。採算性を考えると高くしないといけない。この点で、今、

ちょっと非常に悩んでおります。 

ただ、簡単に言ってしまうと、やっぱり利用されない施設を造ってしまっても

仕方がないものですから、利用してもらえる方向で検討していきたいと考えてお

ります。 

よろしくお願いします。 

 

【吉田会長】 

よろしいですか。 

ほかにありましたら、おしゃってください。 

 

【中島委員】 

私、実は前から図書館について、駅前図書館には疑問を持っておるんです。今

回、このような図を見せていただいて、ちょっとほっとするといいますか嬉しい

ことなんです。立食型式で３００名規模のスペースと会議・講演の１４０席造っ

ていただいたことは、一宮には本当にそういった人の集まる場所がありませんの

で、そういった意味で、ここの場所にこういった物を造ってもらうとは、大変嬉

しいことなんです。 

ただ、図書館が駅前で、車で行かなきゃいけない場所的な問題と、そして駐車

しなけりゃいけない不便さを考えると、本当に利用できるかなと疑問といいます

か、前から私このことについては、当時から危惧しておったことなんです。これ
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は次の行政の場面に期待したいと思います。ちょっと余分なことを申しあげまし

た。 

 

【建設部次長】 

（仮称）中央図書館ですが、やっぱり図書館の方でもいろいろと委員さんにお

話しした中で、２つの意見がありました。１つは、やはりどこに造るかというこ

とで、今おっしゃたように郊外の広々としたところが、いいんじゃないかと言う

ご意見の方と、もう１つは、やっぱり交通機関が結節しているところがいいんじ

ゃないかと言うご意見があります。 

それで、一宮市の図書館はご存知のように、例えば尾西の図書館もそうですし、

木曽川の図書館もそうなんですが、やっぱり郊外的に位置しております。車で行

くには非常にいいところあると思っております。ところがですが、今後のことを

考える場合に郊外ですと、車がある方は非常に行きやすい。しかし、車のない方、

簡単に言いますと子どもさんや中学生、高校生あるいはお年寄りはどうやってい

くのか、今ご存知のように勿論そのようになってくると、鉄道であるとかバス、

そういったものが集まっているところに造っていくことが、これからのまちづく

りかなと思います。ヨーロッパ、特にスウェーデンなんかそうですが、基本的に

図書館は駅の前にある。逆に言うと駅以外のところに造っていない街になってお

ります。これからは、そういう車がなくても移動ができるところに必要なのかな

と考えております。 

今、中島委員がおっしゃることは確かに私もよくわかります。そういった意味

で先程言われたように、多目的ホールもある、ほかに会議室もあります。ここに

来てもらえれば、どこから人を呼ぶにしても非常にいいところにありますので、

そういった意味での駅周辺の利便性を考えて、立地ということで考えております

ので、よろしくお願いいたします。 

 

【吉田会長】 

よろしいですか。 

 

【中島委員】 

はい。 

 

【岡田副会長】 

図書館を駅の上に造られるということですが、ちょっと疑問に思いますのは、

やっぱり図書館というのは、本来からいうと環境がまず第一番なんです。静かで、

しかも緑が沢山ある公園の中にあるような図書館、こんなのが理想ではないかと

私は思います。これには、いろんな見方がありますから、そうじゃないと言われ

るとそうではないかもしれません。 

それで、こういう駅に造られて何がいったい目的になるのかと、ちょっと疑問

に思うんです。それで、目的がですね、本町の活性化に繋げるというお話がいく

つかありました。実際、図書館をあそこに造って、本町に人が流れるかっていう
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と、これもちょっと疑問なんです。その辺がですね、一番基本になるのは目的が

何になるのか、また、造られたことによって、市の発展的なものはどう発展する

など、そういう理想図がちょっと分かりません。分かっていましたら、ご説明い

ただきたいと思います。 

 

【谷市長】 

それでは、お答えさせていただきます。 

今のまちづくりの基本は、コンパクトシティと言うような表現をされるんです

けども、従来はともすれば郊外拡散型でした。例えば、１軒のお家で息子さんが

結婚すると、同居するんじゃなく郊外に住宅を求めて、そちらへ新しい家を造る

という形で街が出来てきました。今、起こってきていることは、何かというと郊

外へ出て行った人たちが、ある程度の年齢になってきているんです。団塊の世代

になって仕事も終わって、今度は逆に街中で暮らした方が便利だと、郊外にある

一軒家を持つには大変だというので、むしろ街中にマンションなどを求めて、街

中に帰ってくるということが起こっております。ですから、あらゆる施設もそれ

に合わせて、郊外に展開するのではなくて、むしろ街の中心に近いところに、で

きるだけ持ってくる努力をしようというのが、今のまちづくりの最も基本のもの

です。市民病院の建替えも典型的な例なんですけども、本来市民病院は、まさに

郊外型ですね。２万坪位の広いところで、たっぷりした駐車場があって造るとい

うのが、最も利便性は高くなります。逆に患者さんにとってみると、なるべく住

居に近いところに造ってもらった方がありがたいということがあって、どちらを

採るかとなると本当に難しい問題なんですね。私どもも、特に一宮はなかなか広

い土地が手に入らないという、マイナスの面がございますので現在地で建替えて、

いままでの利便性をそのまま温存していこうという方針をとりました。 

図書館も同じでありまして、これまでほとんど市の中心部に近いところに図書

館があった訳でして、これを郊外に持っていくとなると、コンパクトシティの理

念に反することになります。なるべく市の中心部で、人口の密集している地域に

なるべく置いておいたほうが、将来的にメリットも地域の皆さんの利便性が高ま

っていくことに繋がって行くだろうということがまず一点です。そして、そうい

う面でみると、駅前の都市整備は極めて魅力的な土地でありました。つまり、交

通の結節点、先程次長がお話したとおりであります。 

電車に乗るにしろ、バスに乗るにしろ、駅が起点になる訳です。ですから、市

民の皆さんも駅に来る手段は何らか持ってらっしゃる訳で、どれかを使って来て

いただくだけでも便利になるだろうと、そして、駅に集まった人達が中心部を回

遊をしてもらうことも、１つのねらいであります。そして、そこに図書館が出来

たからといって、本町が活性化するとは思えないということも分かります。分か

りますが何もやらないで、ただ活性化しないしないと言っても、これも始まらな

い訳でありまして、何かやってみないといけないと、私どもの考えるところには

あります。現に駅前の再開発を進めるという市の方針が明らかになったことによ

って、駅前の俗に銀座通りと言っておりますシンボルロードのところですが、か

なり飲食店を中心に新しいお店が今出来てきております。夜なんか結構賑やかに
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なって来ておりまして、これから更に工事が始まって、まさに現実的に建ってく

るということになってくれば、その動きも一層加速されるのではないかと期待し

ておる訳であります。 

やはり、市民の皆さん、利用者の皆さんも、その辺の様子を見ていらっしゃる

だろうと思っております。そういった、いろんな施設を整備することによって市

も本気になって、そのあたりの活性化を考えていることの理解をしていただけれ

ば、それに答えていただく動きも出て来るのではないかと思っております。議会

の中にも郊外に造ったほうが良いというご意見、勿論ございました。いまでも、

そういう態度で反対をしてらっしゃる方達もおられる訳ですけども、一宮市は本

当に土地がなかなか無いというのが一番の難点であります。民間の土地を買うに

しても、相当なお金がかかる訳でありまして、今回ＪＲが比較的安い値段で貸し

ていただけることになり、そういった意味でも大変魅力的な場所であると思いま

す。 

そういうことでご理解いただきたいと思います。 

 

【吉田会長】 

そのほかにありましたら、おっしゃてください。 

 

【青木委員】 

  図書館を利用する場合も、この駐車場に止めて図書館を利用するとなると、こ

の図書館を利用したんですけども、駐車料金を払わなきゃいけない。私たちも自

分から何かをしたいと思う時は、お金を払ってでもやるもんなんですけれど、図

書館がいまのところ、尾西、豊島図書館とか児童であればいろんなところの図書

館がありますけど、とっつきここへ行こうと思うときに何回も行こう、小さい子

どもさんを連れてでも子育て支援センターへ行くにでも、その度にお金がかかっ

てしまう訳ですよね、どうしても。 

   

【建設部次長】 

  今のお話しなんですが、当然そういった施設を利用される方を、一定時間無料

にしていく方向で今考えております。ただ、こう言ったら失礼なんですが、ほん

のちょっと図書館を覗いて、後は買い物しようかというのは非常に困るもんです

から、時間を１時間にするのか、もう少し延ばすのかを実は今検討しております。 

  ただ、元々が２０分間無料ということなんです。そこに、１時間足すと１時間

２０分無料になると、ここら辺の時間設定も今どうしようかということで、いろ

いろ検討しております。先程申しましたように、なるだけ利用はしてもらいたい、

ただ、やはり１等地の駐車場ですので、無料にすると本当に関係の無い方が皆さ

ん止められてしまうことになります。そこら辺を踏まえながら、やっぱり１時間

とか１時間半とか、そういった時間は無料にしていきたいと考えております。 

  

 【中島委員】 

  私、実は岡田さんの意見と同じなんですが、市長さんの言われた駅の前が市
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のセンターですかと、疑問つまり、ここは、旧尾西のここら辺というのは図書館

がありますけど、センターではないんですかねという感じをちょっと持つんです。

ですから、市の街々という発想はどうなんでしょうか。それよりも、活性化する

ためには以前にもちょっと申し上げたんですが、大学、今少子化の問題で難しい

と言うんですけど、学部の種類によっては、まだ可能性がある訳ですよね。そう

すると、大学を持ってきて若者を持ってくることが、やっぱり一番市の活性化の

ためには、大きい問題でいいんじゃないかと。学校におったんで、そう言うこと

を言うと捉えられるかもしれませんが、ちょっと感想を述べさせていただきまし

た。 

 

【谷市長】 

  中島委員さんのご発言に関連してですが、お答えするという意味じゃなく、

私の感想を述べさせていただきたいと思います。 

  一宮市はやっぱりですね、センター１つじゃなくて、いくつかのセンターが

ある街だと思っております。木曽川地区は木曽川地区のセンターがあり、尾西地

区は尾西地区のセンターがあり、一宮は一宮のセンターがあります。そして、た

ぶん旧一宮市のセンターが、全体の新しい一宮のセンターになるだろう。そんな

ようなイメージです。やはり、街にはセンターがどうしても必要な訳で、どこの

街でもそうだと思います。ですから、あちこちにセンターがあるのはおかしい訳

で、だけど住民から見れば、あちこちにセンターが当然なければいけない。尾西

のセンターをどうするかという話ですが、今回の次第には入っておりませんけど、

今度の議会で私ども議会の質問にお答えをしましたので、それをご紹介するとい

う意味で、少しお話をしたいと思います。 

  実は今、庁舎の建替え計画を以前から考えておりますが、大分固まってまい

りました。現在、実施設計を行っておりまして、できれば来年度には着工したい

と考えております。工事にかかりますと、２年ないし３年で完成する訳でありま

すが、この尾西の庁舎、そして木曽川の庁舎、今は尾西には建設部と上下水道部

が入っておりますし、木曽川には教育委員会が入っておる訳ですが、こういった

ものも当然新しくできる庁舎の方へ統合することになります。それが目的ですの

で。本庁方式をとるということでありますから、そちらの方へまた移動すること

になりますので、その部分に空きができる訳ですね。その時の尾西庁舎、木曽川

庁舎をどうするかということを、先日の議会で少しご説明をいたしました。 

  尾西について申し上げますと、合併直前に出来た東庁舎と古い部分の西庁舎

があります。この西庁舎は耐震上非常に問題があり、一部のところはフロアが非

常に弱くてですね、耐震補強をどうやってやろうかという状況でありまして、耐

震補強をやるまでもないような、建物であることが分かっております。したがい

まして、東庁舎はこのまま手直しをして活用していきますが、西側部分について

は、取壊しも止むを得ないだろうということが結論になります。それから、向か

い側の生涯学習センター西館ですが、こちらも大変老朽化が進んできております。

ここは耐震化をやれば、使用できないことはないんですが、エレベーターが欲し

いとか、いろいろ皆さま方のご要望があって、古い建物にエレベーターをつける
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のがはたして意義があるのか、そのような議論を私どもでいろいろといたしまし

た。生涯学習センター西館について、いろいろと施設の利用状況等々調べました

けど、一番使われているのは講堂といいますか広い部屋ですね、あそこの利用率

が非常に高いです。８割ぐらいだったと思いますが、非常に高い利用率がありま

す。その他の会議室等々は２割とか、そうたいした利用率ではないですね。です

から皆さんが欲していらっしゃるのは、生涯学習センター西館の３階にあります、

舞台の練習をやったりできるホールですね。その機能が欲しいと思ってらっしゃ

るということが分かりましたので、そういったものをここを取壊した跡の、この

場所にですね、西庁舎の場所にですね、そういった物を建てようと思っています。

また、あそこにはシルバー人材センターがありますし、それもなくす訳にいきま

せんので、そのことも含め考えながら整備をして行く考えです。それから、西館

がなくなれば、あそこに広い空地が出来る訳ですので、駐車場が足りませんから

駐車場として整備をしてはと考えております。それともう１つ尾西市民会館、こ

れも耐震工事をしなければいけません。耐震工事をするだけでなくて耐震工事に

合わせて内部も全面的な改修をして、できれば客席数を何割になるか判りません

けど２割か、３割か客席数を少し減らして、少しゆったりさせてでもいいですか

ら、もう少しレベルの高い改修を行って、皆さん方に鑑賞をしてもらおうと、そ

んなような事も考えております。そうなれば、役所の職員が居なくなったかわり

に、市民の皆さんがこちらへ沢山集まっていただけるような、いわゆる尾西地区

のセンターという位置づけが、また生まれてくるんじゃないかと思っております。

議会では、そういうご説明をしましたので、折に触れてこちらでもそういったこ

とを詳しく、改めてご説明させていただこうと思います。これはあくまでも、一

宮市の新しい庁舎が出来てからの話で、引越しをしないと何も出来ませんので、

後の話になります。数年先になるだろうと思いますが、そういった計画も持って

おるということであります。 

 

【吉田会長】 

  ほかにありますか。 

 

【中島委員】 

  図書館長が来てみえますので、お願いしておきたいと思うんです。駅の中の

図書館とは関係ないかもしれませんが、この土地は繊維で飯を喰ってきました。

ところが、資料がないんです。例えば繊維について調べようと思った時に、一宮

市へ行ったら全部分かるような構造にならないものでしょうか。そうしますと、

あえて申し上げますけど、今の豊島図書館との建物関係等どうされるのかという

事にも繋がってくる訳ですが、はっきり申し上げて、ここの図書館は繊維関係の

図書の整備については、非常に不十分です。これをなんとか整備してほしいが、

これからは繊維中心ではないから、整備しなくていいと言うのも１つの考え方か

もしれませんが、そこへ行ったらいろいろな資料があるよということが望ましい。

例えば井上省三という方ですが、ここで繊維工業が始まるきっかけとなった人物

ですけど、これは検査所のところに胸像が立っていたんですけれど、無くなって
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しまった。日本で毛織物工業が始まる最初のきっかけになった人で、ドイツへ留

学して、そこの技術を日本に持ってこられた方なんです。その胸像が全国で２ヶ

所あったんですが、無くなってしまっており、そんな勿体ないことをやるんです

よね。何を考えておるかと思いますよ。 

これは、本の問題と関係ないのですが、本の問題も同じことなんです。艶金さ

んもいよいよ繊維関係から手を引くとおっしゃる、そこには貴重な資料がいっぱ

いある訳で、そのほかにも鈴鎌さんが、資料をきちんと守るということに熱心な

方ですので、そこには沢山資料が残っています。そういった貴重な資料を残す方

法を何とか行政でお願いしたい。大学関係で第一級の資料として、調査の対象に

して、ちょっと貸して欲しいということで、そこをしょっちゅう使っておられる

んですけど、そういったことに図書館が機能していない。これが駅前の一等地の

地代の高い図書館に資料を置いても意味がありませんので、豊島図書館の利用も

含めて、お願いなんですが、あるいは既にアイデアをお持ちでしたら教えていた

だきたいと思います。 

 

【図書館長】 

  今、繊維関係のお話がございました。豊島図書館には繊維図書としまして繊

維コーナーが設けてございまして、約４，３００冊保存しております。尾西図書

館にも１，１６０冊程度保存しております。中央図書館が完成した暁には、資料

として貴重なものでございますので、そういったものを保存していきたいと考え

ております。郷土資料なども合わせて保存していきたいと思っております。 

  また、先程墨資料館のお話がありましたけど、一宮市には図書館以外に博物

館がございまして、そちらとも連携を深めて、そうした後世に残しておきたい大

切な資料については、保存をしていきたいと考えております。図書館で管理が不

十分な点につきましては、博物館で補っていただけるように努めてまいりたいと

考えております。 

 

【吉田会長】 

  ほかによろしいですか。 

  今、中島さんがおっしゃった繊維検査所のところには、胸像あったんですけ

ど･･････ 

 

【中島委員】 

  もう入れものが無くて、捨ててしまうんですよ。 

 

【吉田会長】 

  中に胸像がとってあるんじゃないですか。 

   

【中島委員】 

  ありません。そこに居られた方に聞きました。ちょっと調べものがあって、

井上省三に興味がありましたので残っていないか聞いたところ、全部なくなった
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と言う話でした。  

 

【谷市長】 

  井上省三さんというのはお名前なんですね。 

 

【中島委員】 

  井上省三というのは、繊維産業をドイツへ行って勉強して来た人なんです。

別のことで留学されたんですが、向こうへ行って繊維をやることになった。どう

して、そんな事になったかというと、明治５年のことですが政府が官吏は全てウ

ールを着用すべしと命令を出す訳です。日本は絹が盛んでしたけど、外国からウ

ールを輸入したため、収支バランスが取れなくなってしまったんです。そのため、

日本政府は繊維産業に乗り出す訳です。そのきっかけになったのが井上省三です。 

 

【吉田会長】 

  ほかによろしいですか。 

  これは駅前が良いか悪いかということですが、今の時代を捉えますと、私、

愛知県下６２の商工会の県連会長を昨年から引受けまして、ほうぼうを廻ってお

りました中で、特に名古屋とか東京の方へ月に一度くらい行くのですが、今まで

は工場にしても、住宅にしても郊外型といって外へ出て行ったですね。戦後の昭

和４０年頃、外へどんどん出て行ったんですけど、今は街の中へ戻って来ている

んです。特に駅前というのは、非常に何をやっても便利が良いものですから。１

つの例を挙げますと駅のミッドランドスクエアの駅の高島屋、それから老舗の松

坂屋を比較いたしましても、本当に大きな差がついております。いわゆる交通の

便、毎日の生活に便利なところで、それ以前は昭和４０年代とか昭和５０年代は、

空気の良い緑があるところへ行こう、環境の良いところへ行こうと言ったのが、

今は街へ戻って来る時代になりました。そういう時代で、駅前なんかは施設を造

ったり、市民が憩いの場として使えるようなところが良いと思います。それで今、

駅前の松坂屋とかのビルをＪＲが取壊して、新しいビルを造る。中央郵便局も造

る。どんどん今計画があり、大名古屋ビルもここ２～３年で取壊して、大きな高

層ビルを造るというふうになりました。いわゆる団地も郊外型の団地で空気が良

い、住むには非常に環境が良いと言っておったのですが、それが今は生活難民の

場になっております。団地へ入った時は３０代とか４０代ですが年を取ってくる

と、皆出て行ってしまい年寄りだけが残されてしまう。買い物をしようにも、１

キロとか２キロの距離を行かなければいけない。要するに年を取ると車に乗れず、

歩かないといけないし、物を買えば帰りに持って戻らないといけない。そこに、

生活難民という時代がやってきました。これは極端な話ですが、愛知県の３分の

２は三河の山間部とか山が多く、こちらの方では息子たちが街へ出て行ってしま

っています。そうなると、年寄りだけとなってしまい生活が非常に大変だという

ような話を聞いております。そうすると、やはり便利が良い街へ戻って来る時代

になってきました。 

私は、こういうことを本当に有効に活用して、緑もあり環境に良いものを造っ
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ていただけばと思う訳であります。これには反対の人もいるし、賛成の人もいま

すので判断できませんが、私は今の社会を見て、そういった時代になって来たと

思います。今の時代を捉えると、何事もやっていかなければいけないと思う訳で

す。今度、愛知県で１０月にＣＯＰ１０という生物多様性国際会議をやる訳です

が、いわゆる森の再生もやろう、街の中の緑もどんどん作ろうということです。

私は、建物を造ったら平面的な建物ではなく、高い建物を造って空いた土地を緑

とか、環境の良いようにしてやる。そのようなことも考えていただきたいです。 

  今は、車、車と言っているんですが、我々も間もなく車に乗れんようになり

ます。そうすると、交通の便が良く、公共交通機関があるところを中心にして、

発展して行くだろうと思います。これから高齢化社会になってゆくと、ますます

そうなって行くと思う訳です。良い悪いは別にして、私が今の時代をずっと廻っ

て歩いてきた時に、そう感じるこの頃であります。そういうことですので、そう

いう点も配慮されて、良いものを造っていただきたい。 

  ほかによろしいでしょうか。 

  それでは、駅前ビルについては、これで終わります。続いて、議題２番のそ

の他について、市当局、なにかありましたらおっしゃってください。 

 

【尾西事務所長】 

  それでは、私から明日閉会を迎える６月定例市議会に提案しております、駅

前ビル建設事業以外の主な案件につきまして、特別資料はございませんが口頭に

より説明をさせていただきます。 

  まず、補正予算でございますが、補正額の総額は一般会計で約９億９千万円

となっており、そのうち尾張一宮駅前ビルの建設事業には本年度分として４億２

千万円余を計上いたしました。駅前ビル以外には、厚生労働省による失業者等の

一時的な雇用・就業機会を創るための緊急雇用創出事業として合計１億３千９百

万円の事業費を計上しております。そのうち犯罪発生の増加傾向に歯止めをかけ

るため、防犯巡回パトロール委託料で３千４百万円を追加補正し、自転車盗難防

止業務委託料８９０万円を新規計上し、深夜のパトロールによる部品狙い・車上

狙い・侵入盗の防止、一宮駅周辺で多発する自転車盗難に対する制服着用の警備

員巡回を始める予定でございます。緊急雇用創出事業としては、そのほかにも不

法投棄防止啓発事業、農業人材育成事業、長期保存文書のマイクロフィルム及び

電子データ化の事業などを実施する予定です。 

  同じく厚生労働省による就労を求める方の継続的な職場を創ろうとする、ふ

るさと雇用再生特別基金事業として、一宮モーニングＰＲ拠点創出事業を行いま

す。これは、一宮総合駅に隣接する百貨店の１階に、モーニングＰＲ拠点を設置

して、週替わりで市内喫茶店のモーニングメニューを提供するもので、これには

約２千万円を計上しています。 

  また、環境部のリサイクルセンターの整備運営をＰＦＩ法に準じた事業とし

て実施するにあたり、建設費、運営費、管理費等の限度額を債務負担行為として

予算に設定をするもので、期間は平成２２年度から平成３９年度までで、限度額

は６４億７千万円であります。 
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  また、先程もお話もありましたし、先週新聞報道でありましたが、艶金興業

株式会社が来月にも繊維事業から撤退されることになりまして、事務所のありま

した墨会館を地域の公民館などとして利用できるよう、土地と建物の取得に向け

不動産鑑定手数料を計上しております。 

  補正予算以外の議案では、昨年１２月の審議会で自治基本条例について企画

政策課が説明いたしましたが、６月議会で本条例案をご審議いただいております。

一宮市のまちづくりの原則及び仕組み、市民の権利及び役割、議会及び執行機関

の責務等を定めることにより、市民が主体のまちづくりを推進し、もって市民が

幸せに暮らせるまちを築くために制定をするものであります。この条例の施行期

日は来年の１月１日を予定しております。 

  また、事業所税条例につきましても、本年１０月１日の施行を目指して今回

議案提出をしております。景気の低迷が続いておりますので、平成２７年の９月

末までの５年間につきまして繊維工業は資産割額の４分の３を、その他の業種は

同じく資産割額の２分の１を減免する措置を講じます。減免対象とする事業所は

繊維工業１４５社を含む５７５社と見込んでおりますが、この減免措置により５

年間で約２３億円が減収となる見込みです。 

  以上でございます。 

 

【吉田会長】 

  それでは、時間もまいり議題もないようですので、これで平成２２年度第１回

の尾西地域審議会を終わりたいと思います。 

 

（午後３時３７分閉会） 

 

 

 

 

 

 


